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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体の上端に形成された開口部に嵌合される塗布具であって、
　内部に液剤を収容する液剤収容室を有し、かつ該液剤収容室と連通する流出口が形成さ
れた頂壁部を備える有頂筒状の本体部と、前記液剤収容室に設けられて前記流出口を開閉
する弁体を有する筒状の弁部と、を備え、
　前記頂壁部の外側に、その径方向外方に突出するとともに被塗布面を荒らすまたは刺激
する凸部が全周にわたって形成され、
　前記本体部には、該本体部の外周を囲むとともに、該本体部の周壁部における上端部に
嵌合される外筒部を備え、該外筒部の外周面に前記凸部が形成され、
　前記本体部は、前記弁部を介して前記容器本体の内周面に嵌合されていることを特徴と
する塗布具。
【請求項２】
　前記外筒部のうち少なくとも前記凸部が、他の部分よりも軟質の材料で形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の塗布具。
【請求項３】
　前記外筒部が、前記本体部の外周を囲む筒状部と、外周面に前記凸部が形成されて前記
筒状部にその軸線回りで回転自在に嵌合された回転筒部とを備えることを特徴とする請求
項１または２に記載の塗布具。
【請求項４】
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　容器本体の上端に形成された開口部に嵌合される塗布具であって、
　内部に液剤を収容する液剤収容室を有し、かつ該液剤収容室と連通する流出口が形成さ
れた頂壁部を備える有頂筒状の本体部と、前記液剤収容室に設けられて前記流出口を開閉
する弁体を有する筒状の弁部と、を備え、
　前記頂壁部の外側に、その径方向外方に突出するとともに被塗布面を荒らすまたは刺激
する凸部が全周にわたって形成され、
　該凸部が形成された前記本体部は、前記弁部を介して前記容器本体の内周面に嵌合され
ていることを特徴とする塗布具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液剤を被塗布面に塗布するための塗布具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液剤を被塗布面に塗布するための塗布具として、先端部を被塗布面に押し付けることに
よって容器内の液剤を先端部から吐出させ、吐出した液剤を被塗布面に塗り広げる塗布具
が用いられている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】実公昭５１－４７５６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の塗布具においても、以下の課題が残されている。すなわち、
従来の塗布具では、例えば液剤が接着剤、糊あるいはマニキュアなどの場合、被塗布面を
荒らして、この液剤の接着性を高めることがある。また、液剤が育毛剤の場合には、被塗
布面に刺激を与えて効能を有効に発揮させることがある。
【０００４】
　本発明は、前述の課題に鑑みてなされたもので、容器体内に充填される液剤の種類に応
じて適切な対応が可能となる取り扱い性に優れた塗布具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するために以下のような手段を採用した。すなわち
、本発明の塗布具は、容器本体の上端に形成された開口部に嵌合される塗布具であって、
内部に液剤を収容する液剤収容室を有し、かつ該液剤収容室と連通する流出口が形成され
た頂壁部を備える有頂筒状の本体部と、前記液剤収容室に設けられて前記流出口を開閉す
る弁体を有する筒状の弁部と、を備え、前記頂壁部の外側に、その径方向外方に突出する
とともに被塗布面を荒らすまたは刺激する凸部が全周にわたって形成され、前記本体部に
は、該本体部の外周を囲むとともに、該本体部の周壁部における上端部に嵌合される外筒
部を備え、該外筒部の外周面に前記凸部が形成され、前記本体部は、前記弁部を介して前
記容器本体の内周面に嵌合されていることを特徴とする。
　また、本発明の塗布具は、容器本体の上端に形成された開口部に嵌合される塗布具であ
って、内部に液剤を収容する液剤収容室を有し、かつ該液剤収容室と連通する流出口が形
成された頂壁部を備える有頂筒状の本体部と、前記液剤収容室に設けられて前記流出口を
開閉する弁体を有する筒状の弁部と、を備え、前記頂壁部の外側に、その径方向外方に突
出するとともに被塗布面を荒らすまたは刺激する凸部が全周にわたって形成され、該凸部
が形成された前記本体部は、前記弁部を介して前記容器本体の内周面に嵌合されているこ
とを特徴とする。
【０００６】
　この発明によれば、凸部で被塗布面を荒らすことで接着剤、糊あるいはマニキュアなど
の液剤と被塗布面との接着性を高めることができると共に、凸部で被塗布面を刺激するこ
とで、育毛剤などの液剤の効能を有効に発揮させることができる。すなわち、被塗布面を
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荒らしてから液剤を塗布したり、液剤を塗布してから被塗布面に刺激を与えることがある
が、凸部が頂壁部よりも径方向外方に突出しているため、直接手などが被塗布面に触れる
ことなく凸部で被塗布面を荒らしたり刺激したりすることができる。したがって、容器体
内に充填される液剤の種類に応じて適切な対応が可能となる。
【０００７】
　また、本体部の外周に設けられた外筒部に形成された凸部により、被塗布面を荒らすま
たは刺激する。
【０００８】
　また、本発明の塗布具は、前記外筒部のうち少なくとも前記凸部が、他の部分よりも軟
質の材料で形成されていることが好ましい。
　この発明では、凸部を軟質材料で形成することで、被塗布面に対して過度の刺激が加わ
ることを防止できる。
【０００９】
　また、本発明の塗布具は、前記外筒部が、前記本体部の外周を囲む筒状部と、外周面に
前記凸部が形成されて前記筒状部にその軸線回りで回転自在に嵌合された回転筒部とを備
えることとしてもよい。
　この発明では、被塗布面に沿って回転筒部を回転させながら凸部で被塗布面を荒らすま
たは刺激することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明にかかる塗布具によれば、凸部で被塗布面を荒らすまたは刺激することができ
るので、容器体内に充填される液剤の種類に応じて適切な対応が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明による塗布具の第１の実施形態を、図面に基づいて説明する。なお、以下
の説明に用いる各図面では、各部材を認識可能な大きさとするために縮尺を適宜変更して
いる。
【００１２】
　本発明における塗布具１は、図１に示すように、上端に開口部２Ａが形成された容器本
体２に嵌合されている。
　塗布具１は、中心軸線Ｏを有する有頂円筒状をなしており、本体部１１と、弁部１２と
、液剤保持部材１３と、外筒部１４とを備えている。
【００１３】
　本体部１１は、有頂円筒状をなしており、弁部１２の後述する周面部２５に嵌合されて
いる。そして、本体部１１は、ほぼ円筒状の周壁部２１と、周壁部２１の上端部に接続さ
れた頂壁部２２とを備えている。なお、軸線Ｏの方向に沿って頂壁部２２側を上側、周壁
部２１の開放端側を下側とする。
　頂壁部２２の中央部には、液剤を外部に吐出する流出口２２Ａが形成されている。
【００１４】
　弁部１２は、容器本体２の上端部における内周面に嵌合される周面部２５と、周面部２
５の下端に接続された底面部２６と、底面部２６に接続された弁体２７とを備えている。
そして、弁部１２は、例えばポリプロピレンなどの熱可塑性樹脂で形成されており、周面
部２５、底面部２６及び弁体２７を一体的に形成している。
　周面部２５は、ほぼ円筒状をなしており、容器本体２の上端部における内側面と本体部
１１の周壁部２１とにより挟み込まれている。
　底面部２６は、ほぼ円環状をなしており、外周部が周面部２５の下端に連結されている
。
【００１５】
　弁体２７は、周面部２５の内側において底面部２６から軸線Ｏに沿う上側に向けて形成
されており、本体部１１よりも径方向内方に設けられている。そして、弁体２７は、底面
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部２６に連設されたバネ部３１とバネ部３１の先端に形成された先端部３２とを備えてい
る。
　バネ部３１は、上側に向かうにしたがって縮径しつつ軸線Ｏの回りで螺旋状に延在して
いる。また、バネ部３１は、下端が底面部２６の内周縁に連設されている。
　先端部３２は、バネ部３１により上方に付勢されることで上部が流出口２２Ａから軸線
Ｏに沿う上側に突出しており、頂壁部２２の流出口２２Ａを閉塞している。
【００１６】
　液剤保持部材１３は、例えばスポンジなどで形成されて液剤を保持可能となっており、
本体部１１の周壁部２１において容器本体２の軸線Ｏ方向外側に位置する上端部に被着さ
れている。そして、液剤保持部材１３は、加圧されることで保持している液剤を滲み出さ
せる。
【００１７】
　外筒部１４は、ほぼ円筒状をなしており、例えばポリエチレンなどの熱可塑性樹脂で形
成されている。そして、外筒部１４は、本体部１１の周壁部２１における上端部に嵌合さ
れている。これにより、液剤保持部材１３が固定されている。図示の例では、外筒部１４
の上端部には、径方向内方に向けて突出する環状部３５が形成されている。そして、環状
部３５は、液剤保持部材１３の下端部を本体部１１との間で挟み込んでいる。
　また、外筒部１４の上端部には、図１及び図２に示すように、径方向外方に向けて突出
するフランジ状の凸部３６が形成されている。この凸部３６は、外筒部１４の全周にわた
って周方向で等間隔に複数形成されており、頂壁部２２よりも径方向外方に向けて突出し
ている。
【００１８】
　容器本体２は、図１に示すように、有底筒状をなしており、例えばポリプロピレンなど
の熱可塑性樹脂で形成されている。また、容器本体２の上端部における外周面には、雄ネ
ジ部２Ｂが形成されている。この雄ネジ部２Ｂには、キャップ４０が着脱自在に螺着され
る。
【００１９】
　次に、以上のような構成の塗布具１の使用方法について説明する。
　例えば、液剤が接着剤、糊あるいはマニキュアなどである場合には、まず、図３に示す
ように、塗布具１が嵌合された容器本体２を図３に示す矢印Ａ１方向に移動させて凸部３
６により被塗布面を荒らす。そして、液剤保持部材１３を被塗布面に押し当てて液剤保持
部材１３と共に先端部３２を軸線Ｏに沿って押し付ける。このとき、弁部１２を構成する
バネ部３１が軸線Ｏに沿って弾性収縮するため、先端部３２による流出口２２Ａの閉塞状
態が解除される。これにより、液剤は、液剤収容室からバネ部３１の隙間及び流出口２２
Ａを介して液剤保持部材１３に至り、液剤保持部材１３から滲出して被塗布面に塗布され
る。
【００２０】
　また、液剤が育毛剤などである場合には、まず、上述と同様に液剤を被塗布面に塗布す
る。そして、図３に示すように、塗布具１が嵌合された容器本体２を図３に示す矢印Ａ１
方向に移動させて凸部３６により被塗布面を刺激する。これにより、液剤の効能が有効に
発揮される。ここで、液剤を塗布した被塗布面を手などで刺激しないため、液剤が手に付
着しない。なお、凸部３６で被塗布面を刺激した後に液剤を被塗布面に塗布してもよい。
　なお、塗布具１が嵌合された容器本体２を倒したときには、容器本体２の液剤がいった
ん液体収容室内に貯留される。
【００２１】
　以上のような構成の塗布具１によれば、凸部で被塗布面を荒らすまたは刺激することが
できるので、容器体内に充填される液剤の種類に応じて適切な対応が可能となる。
　また、容器本体２を机などに置くことなく、液剤を塗布する動作と被塗布面を荒らすま
たは刺激する動作とを連続して行える。
【００２２】
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　次に、本発明における塗布具の第２の実施形態について説明する。なお、ここで説明す
る実施形態は、その基本的構成が上述した第１の実施形態と同様であり、上述の第１の実
施形態に別の要素を付加したものである。したがって、図４及び図５においては、図１か
ら図３と同一構成要素に同一符号を付し、その説明を省略する。
【００２３】
　本実施形態における塗布具５０は、図４及び図５に示すように、外筒部５１がリブ状の
凸部５２を有している。
　凸部５２は、外筒部５１から径方向外方に向けて突出している。そして、凸部５２は、
外筒部５１の全周にわたって周方向で等間隔に複数形成されており、頂壁部２２よりも径
方向外方に向けて突出している。
　また、外筒部５１は、少なくとも凸部５２が外筒部５１の残りの部分と比較して軟質の
材料で形成されている。ここで、凸部５２は、例えばニトリルゴム（ＮＢＲ）、低密度ポ
リエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）などの弾性変形可能
な軟質材料で形成されている。また、凸部５２を除く部分は、例えばポリエチレンなどの
凸部５２の形成材料よりも硬質の材料で形成されている。そして、外筒部５１は、凸部５
２を形成する部分に楔状の凹部が形成された凸部５２を除く部分を形成した後に、凸部５
２の形成材料を射出成形して楔状の凹部に凸部５２を埋め込むように形成されている。こ
のように、楔状の凹部に凸部５２を埋め込むように形成することで、凸部５２が抜けにく
くなる。
【００２４】
　このような構成の塗布具５０では、図５に示すように、被塗布面に対して凸部５２を矢
印Ａ２方向でスライドさせることにより、被塗布面を荒らすまたは刺激することもできる
。
【００２５】
　以上のような構成の塗布具５０においても、上述した第１の実施形態と同様の作用、効
果を奏するが、凸部５２が外筒部５１の他の部分と比較して軟質の材料で形成されている
ため、被塗布面を過度の圧力で荒らすまたは刺激することを防止できる。
【００２６】
　なお、本実施形態において、図６に示すような構成の外筒部５５であってもよい。すな
わち、外筒部５５は、本体部１１を囲む筒状部５６と、外周面に凸部５２が形成されて筒
状部５６に対して軸線Ｏ回りで回転可能な回転筒部５７とを備える。筒状部５６の中央部
には、径方向外方に向けて突出する環状凸部５８が形成されている。また、回転筒部５７
の内周面における中央部には、環状凸部５８と嵌合する環状溝部５９が形成されている。
【００２７】
　次に、本発明における塗布具の第３の実施形態について説明する。なお、ここで説明す
る実施形態は、その基本的構成が上述した第１の実施形態と同様であり、上述の第１の実
施形態に別の要素を付加したものである。したがって、図７においては、図１から図３と
同一の構成要素に同一符号を付し、その説明を省略する。
【００２８】
　本実施形態における塗布具６０は、図７に示すように、上述した第１及び第２の実施形
態のように液剤保持部材を備えていない。
　本体部６１は、周壁部６２と頂壁部６３と凸部６４とを備えている。凸部６４は、軸線
Ｏに沿って上側に向かうにしたがって広がる椀状をなしており、周壁部６２の上端に連設
されている。そして、凸部６４は、周壁部６２の全周にわたって形成されており、先端部
が頂壁部６３よりも径方向外方に向けて突出している。
【００２９】
　以上のような構成の塗布具６０においても、上述した実施形態と同様の作用、効果を奏
する。
【００３０】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範
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　例えば、第１及び第２の実施形態において、複数の凸部が歯車状に配列しているが、波
形など、他の形状であってもよい。また、凸部は、第３の実施形態と同様に、全周にわた
って連続して形成されてもよい。同様に、第３の実施形態において、凸部が全周にわたっ
て形成されているが、第１及び第２の実施形態と同様に、周方向で等間隔に複数形成され
てもよい。
　また、第２の実施形態において、少なくとも凸部を軟質材料で形成しているが、凸部を
硬質材料で形成してもよい。
　そして、塗布具を用いて塗布する液剤は、接着剤、糊あるいはマニキュアや育毛剤など
に限られない。
　また、弁部は、本体部と容器本体との間に挟みこまれているが、弁体により本体部の流
出口を開閉可能に閉塞していれば、他の構成であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　この発明によれば、容器体内に充填される液剤の種類に応じて適切な対応が可能となる
取り扱い性に優れた塗布具に関して、産業上の利用可能性が認められる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１の実施形態における塗布具及び容器本体を示す部分断面図である。
【図２】図１の塗布具を示す上面図である。
【図３】塗布具の使用方法の説明図である。
【図４】本発明の第２の実施形態における塗布具及び容器本体を示す部分断面図である。
【図５】図４の塗布具の使用方法の説明図である。
【図６】本発明を適用可能な他の塗布具を示す部分拡大図である。
【図７】本発明の第３の実施形態における塗布具及び容器本体を示す部分断面図である。
【符号の説明】
【００３３】
１，５０，６０　塗布具、１１，６１　本体部、１４，５１，５５　外筒部、２２，６３
　頂壁部、２２Ａ　流出口、２７　弁体、３６，５２，６４　凸部、５６　筒状部、５７
　回転筒部
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